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2 )上記の 3種類の培養細胞に 4種類の細胞成長因


























西村直樹(長崎県 ) 昭 和35年11月23日生 hypervascularな型をとるものが多く， FGFは，血管内
授与年月日 平成3年 3月31日 | 皮細胞の成長を促進して，腎癌の血管増生に関与する
主論文 培養腎癌細胞のDNA合成に対する上皮 ! とともに，腎癌そのものの成長を促進しているかもし
成長因子，塩基性線維芽細胞成長因子 れない。
β一トランスフォーミング成長因子およ | また 3種類の腎癌培養細胞の培養上清中には，そ
びインスリンの影響 | の細胞自身の成長を強く促進するautocrine grouth 
論文内容の要旨 factor活性はほとんど認められなかった。これらのこ
緒言 ・ | とより，腎癌培養細胞は， autocrine growthよりpar-
現在，種々の細胞成長因子が各臓器，尿中，癌組織 acrinegrowthをしていると考えられた。
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